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(1)　第1877号　2022年６月15日

日　時 2022年６月24日（金）　18：30～
場　所 自治労会館（水戸市）ウェブ併用
内　容 主催者あいさつ
 経過報告/議案提起/役員改選

公営企業評議会定期総会

　
県
本
部
青
年
部
女
性
部

は
、
６
月
　
日
に
「
青
年
女

12

性
県
内
職
場
交
流
集
会
」
を

水
戸
京
成
ホ
テ
ル
で
開
き
、

　
単
組
　
人
が
参
加
し
ま
し

12

52

た
。
集
会
は
、
前
半
に
２
つ

の
講
演
、
後
半
に
は
参
加
者

が
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
分
散
会
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
下
旬
に
東
京
で
開
催
さ

れ
る
中
央
大
交
流
集
会
に
参

加
で
き
な
い
青
年
女
性
の
仲

間
た
ち
が
県
内
で
集
い
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
鈴
木
女
性
部
長

（
行
方
市
職
）が
主
催
者
を
代

仲
間
と
学
習
・
交
流
・
実
践
を

青
年
・
女
性
部
が
職
場
交
流
集
会

表
し
て
あ
い
さ
つ
し
、
今
日

の
講
演
と
仲
間
と
の
交
流
か

ら
、
職
場
の
課
題
を
見
つ
け

改
善
へ
む
け
考
え
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
労
働
環
境
改
善

の
た
め
、
７
月
　
日
の
参
議

10

院
選
挙
で
は
自
治
労
組
織
内

予
定
候
補
の
全
国
比
例
区

「
鬼
木
ま
こ
と
」、
茨
城
県
選

挙
区
「
堂
込
ま
き
こ
」
さ
ん

の
必
勝
に
む
け
支
援
し
て
い

こ
う
と
話
し
ま
し
た
。

　
１
つ
め
の
講
演
で
は
、
元

県
本
部
青
年
部
長
の
古
渡
さ

ん
（
行
方
市
職
）
が
「
全
国

の
働
く
仲
間
と
の
交
流
か
ら

見
え
る
こ
と
」と
し
て
講
演
。

県
内
単
組
間
の
生
涯
賃
金
の

差
が
約
３
千
万
円
あ
る
と
単

組
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、

格
差
の
原
因
は
初
任
給
の
格

付
け
や
昇
給
・
昇
格
ス
ピ
ー

ド
の
違
い
に
あ
る
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
国
が
進
め
て
き

た
人
員
削
減
は
、
年
休
が
取

り
に
く
い
こ
と
や
過
重
労

働
、
療
養
休
暇
者
続
出
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
私
た
ち
の
働

き
方
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
仲
間
と
の
学
習
、

交
流
、
実
践
か
ら
労
働
条
件

改
善
を
め
ざ
そ
う
と
訴
え
ま

し
た
。

　
２
つ
め
の
講
演
は
、「
じ

ち
ろ
う
の
共
済
」
に
つ
い
て

自
治
労
共
済
茨
城
県
支
部
の

花
岡
事
務
局
長
が
講
演
し
ま

し
た
。
予
定
利
率
１
・
　
％
25

の
積
立
制
度
「
長
期
共
済
」、 駅

悦
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

「
じ
ち
ろ
う
共
済
」
知
っ
て
、
使
っ
て

第
２
回
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
者
学
校
に
１
０
４
人

2022ブロック活動者学校

 第３回 　安全衛生活動と快適職場づくり
講師　自治労本部　八巻労働条件局長

場　　所ブロック開催日
自治労会館（水戸市）水戸・県職

７月５日（火）
18：30～ 調整中県北

調整中水郡
県南会館（牛久市）県南・県職

７月７日（木）
18：30～ 調整中土浦

まちづくり市民センター（鹿嶋市）鹿行
調整中の開催場所については、ブロック協議会から単組へ連絡があります。

７月は労働安全衛生月間、安全衛生活動を学んでみよう 

  取り組み報告 　　  前進した単組の取り組みを紹介します
 龍ケ崎市職員労働組合 

交渉を積み重ね、地域手当10％到達へ
　龍ケ崎市は、2014年８月の人事院勧告で地域手当10％支給地に指定されまし
た。それにより、当初2015年４月から段階的に引き上げ、３年間で10％へと制度を
完成させる予定だったものの、当局が財政難を理由に７％支給止まりとなっていま
した。
　その後も、あきらめずに継続的に交渉を重ね、１％ずつ積み上げていきましたが、
10％到達までには至りませんでした。その間、「市長の任期中に地域手当の制度を
完成する（当時：中山一生市長2022年１月17日任期満了）」と約束を交わしたもの
の、それも実現しないままとなっていました。
　昨年11月の団体交渉で、あらためて地域手当10％の制度完成について回答を求
めたところ、当局から「2014年に10％という支給率が示されてから、当初は１％の引
き上げでも財政への影響は大きい中、段階的に引き上げを行ってきた。来年度から
は１０%支給をめざした予算を計上していく」との回答を引き出しました。
　2022年４月、ついに地域手当10％支給となり、組合員にも良い報告ができまし
た。長い間あきらめずに要求し、粘り強い交渉を積み重ねた成果であると思います。
（書記長　圓城寺　和則）

　県本部は、「地域手当」が「支給地域に該当しない単組」には県と同率
の支給（６％）を求め、「支給地域に該当する単組」でも指定される支給
割合まで到達していない単組には、早期に支給率を達成するよう要求項

目に掲げています。隣接市町村で地域手当に大きな差が生じれば、人材確保の困
難性が問題となります。同様の公共サービスを提供している実態を踏まえれば、地
域間格差の是正、自治体労働者の生活保障に即した引き上げを求めていかなくては
なりません。

 地域手当 　2005年人事院勧告の「給与
構造改革」では、俸給表の平均4.8％引
き下げとともに、「地域手当」が新設され
ました。この「地域手当」は、「調整手当」
に替えて設けられた手当で、主に民間賃
金が高い地域に勤務する職員を対象と
するものです。4.8％の俸給水準引き下
げを考慮し、厚生労働省の「賃金構造基
本統計調査」の賃金指数をもとに支給地
域と支給割合が定められました。
　2014年の人事院勧告では「給与制度
の総合的見直し」が行われ、給与水準が
さらに平均２％引き下げられました。
2015年からは地域手当の支給割合の見
直しも行われ、2018年４月の制度完成
にむけ段階的に引き上げるとされました。
　75％の自治体は地域手当が非支給地
であるため、地方公務員給与の地域間
格差が拡大しました。

check

県内の地域手当の支給地域・支給割合

支給地域
（未到達の場合の現行支給率）

級地
（支給割合）

取手市（10%）・つくば市２級（16％）

守谷市（11%）３級（15％）

牛久市４級（12％）

水戸市・日立市・土浦市・
龍ケ崎市５級（10％）

ひたちなか市（4%）・神栖市・
古河市・つくばみらい市・
利根町

６級（６％）

笠間市・鹿嶋市・那珂市・
結城市・筑西市７級（３％）

東海村：2.5％独自支給
茨城県：一律６％

生
命
保
障
ワ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
「
団
体
生
命
」、
団
体
割
引

　
・
５
％
で
弁
護
士
費
用
保

32障
特
約
付
き
の
「
マ
イ
カ
ー

共
済
」
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
し
、
全
国
の
自
治
労
組

合
員
で
支
え
合
う
安
心
・
安

定
の
暮
ら
し
の
た
め
の
共
済

を
若
い
う
ち
か
ら
上
手
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
可
処
分
所

得
を
増
や
し
実
質
的
な
賃
上

げ
効
果
を
実
感
で
き
る
と
し

ま
し
た
。

　
分
散
会
で
は
、
単
組
ご
と

初
任
給
格
付
け
、
人
事
評
価

制
度
、
男
性
職
員
の
育
児
休

業
取
得
、
若
手
職
員
の
離
職

問
題
な
ど
の
情
報
共
有
を
行

い
、
自
治
体
を
越
え
仲
間
と

の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
小
松
青
年
部
長
（
日
立
市

職
）
は
、「
課
題
の
多
く
は
人

員
不
足
が
原
因
と
な
り
、
長

時
間
労
働
や
職
員
の
メ
ン
タ

ル
不
調
な
ど
労
働
環
境
の
悪

化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ

の
集
会
参
加
者
が
職
場
で
率

先
し
て
声
を
挙
げ
て
い
こ

う
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　
第
２
回
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
者

学
校
は
６
月
７
日
と
９
日
に

行
わ
れ
、　
単
組
か
ら
１
０

30

４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は「
じ
ち
ろ
う
共
済
」

を
テ
ー
マ
に
、
茨
城
県
支
部

の
花
岡
事
務
局
長
が
講
演
し

ま
し
た
。
花
岡
事
務
局
長

は
、
労
働
者
相
互
の
助
け
合

い
の
制
度
で
あ
る
団
体
生
命

を
は
じ
め
と
す
る
「
じ
ち
ろ

う
共
済
」
の
制
度
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
説
明
。
組
合
員
だ

か
ら
こ
そ
利
用
で
き
る
共
済

制
度
を
一
人
で
も
多
く
の
組

合
員
に
知
っ
て
、
使
っ
て
も

ら
お
う
と
訴
え
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
県
北
・
水
郡
・

水
戸
ブ
ロ
ッ
ク
が
７
月
５

日
、
鹿
行
・
県
南
・
土
浦
ブ

ロ
ッ
ク
が
７
日
に
、「
安
全

衛
生
活
動
と
快
適
職
場
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

分
散
会
の
様
子（
下
）

講
演
を
聞
く
交
流
集
会
参
加
者

（
上
）
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2022生活・労働
実態調査結果③

要
求
額「
１
万
円
」と
３
割
回
答

仕
事
に
見
合
う
賃
金
要
求
を

Ｑ
　「
あ
な
た
の
賃
金
は
仕

事
に
見
合
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
か
」
の
問
い
で
は
、

「
見
合
っ
て
い
る
」
　
・
6

10

％
、「
あ
る
程
度
見
合
っ
て

い
る
」
　
・
５
％
と
、
半
数

40

以
上
が
自
分
の
賃
金
が
仕
事

に
見
合
っ
て
い
る
と
回
答
し

て
い
ま
す
。

　
一
方
、「
や
や
不
十
分
で

あ
る
」
　
・
３
％
、「
見
合

31

っ
て
い
な
い
」
　
・
３
％
と

１３

　
・
６
％
の
人
が
不
満
を
持

４４つ
回
答
で
、
こ
の
数
字
は
決

し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　「
２
０
２
２
春
闘
に
む

け
た
賃
金
引
き
上
げ
の
要
求

額
は
い
く
ら
で
す
か
」
の
問

い
で
は
、
「
１
万
円
」
と

　
・
９
％
が
回
答
し
ま
し

29た
。
次
に
「
２
万
円
」
　
・
16

４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
進
国
の
中
で
も
日
本
の

賃
金
水
準
だ
け
が
　
年
以
上

20

低
迷
し
続
け
、
資
源
価
格
の

高
騰
や
円
安
に
よ
り
物
価
上

昇
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
誰
も

が
仕
事
、
生
活
に
見
合
う
賃

金
と
な
る
よ
う
求
め
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

春
闘
を
取
り
組
む
に
あ
た
り
県
本
部
が
実
施
し
た
「
２
０

２
２
生
活
・
労
働
実
態
調
査
」
は
、
　
単
組
６
３
７
９
人

31

か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た（
回
収
率
　
％
）。
春
闘
は
年
間

52

の
取
り
組
み
の
出
発
点
で
す
。
単
組
で
は
集
計
結
果
か
ら

組
合
員
の
生
活
や
職
場
の
現
状
つ
か
み
、
組
合
の
要
求
書

づ
く
り
に
む
け
討
論
す
る
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
賃

金
・
労
働
条
件
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
に
む
け
職
場

の
仲
間
と
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

無回答 0.4%
どちらともいえない
4.3%

見合っている
10.6%

ある程度
見合っている
40.5%
ある程度
見合っている
40.5%
ある程度
見合っている
40.5%

やや不十分
である
31.3%

やや不十分
である
31.3%

やや不十分
である
31.3%

見合っていない
13.0%　　

Ｑ　あなたの賃金は仕事に見合
　　っていると思いますか。

Ｑ　 あなたの2022春闘にむけた「賃金引き上げ」
　　要求額（月額）はいくらですか。

0 250 500 750 1,000 1,250 1,500 1,750 2,000

511511511
759759759 1,9071,9071,907

361361361
1,0461,0461,046

868686
794794794

343434
666666
999

475475475
131313
212121
212121
999
222
172172172
939393

現状維持（0円）
5,000円
10,000円
15,000円
20,000円
25,000円
30,000円
35,000円
40,000円
45,000円
50,000円
55,000円
60,000円
70,000円
80,000円
90,000円

100,000円以上
無回答

（人）

第39回地方自治研究全国集会

静岡自治研
創ろう、市民自治の
ゆたかな社会
やらざあ、自治研ルネサンス！
「やらざあ」とは静岡の方言で
「やろうよ」の意。

よりよい公共サービスを提供するために、職員と住民が共同で
公共サービスを考えていく「自治研」。今年10月、静岡県静岡市で
「第39回地方自治研究全国集会（静岡自治研）」が開かれます！ 全国のさ
まざまな「自治研」事例が集まりますので、ぜひご参加ください。
　

2022年10月７日(金) 10：00～17：30
 静岡県コンベンションアーツセンター
　　全体集会　記念講演「脱成長でめざす、持続可能な社会（仮）」
　　　　　　　パネルディスカッション「現代日本の孤独・孤立問題を考える（仮）」
　　　　　　　　　　　　　　　　 「かまだせ、自治研の輪」

　　　10月８日(土) ９：30～16：00
　　 静岡市内（分散会により会場が異なります）

【参加形態】
対面またはウェブ（ウェブは、自治労茨城県本部にサテライト会場を設けます）
　※２日目分散会の第１・２・３・５・６分科会は対面参加のみとなります。

【申し込み・問い合わせ】
８月１日（月）までに県本部へ。
TEL　029－224－0206（加入する職員組合にご確認のうえ、お申し込みください）

自治研入門！ 来たれ、地域の新たな主役！第１分科会
体
験
型
分
科
会

アニメ！ マンガ！ コンテンツを活用した地域活性化第２分科会
高齢者に優しい各自治体・地域の取り組み～「地域のみんなが支え
てくれて助かっちゃ」～第３分科会

多様性が尊重される社会にむけて～だれもが生きやすい環境づくりを～第４分科会
コロナ禍の平和運動を探る～平和運動の原点と未来～第５分科会
災害に強いまちづくり～みんなで守る いのちとくらし～第６分科会
まちおこし ～持続可能な地域づくりの取り組み～
午前：地域おこし協力隊の理想と奮闘
午後：密着！ 自治体ＳＮＳ～今日から君もインフルエンサー～

第７分科会

上
映
型
分
科
会

自治体ＤＸ最前線！ ～今考える、地域のためのデジタル化～
午前：デジタル化過渡期における自治体の課題
　　　～自治体として、労働者として～
午後：自治体デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の光と影

第８分科会

ＳＤＧｓ×生活×自治研
午前：私のＳＤＧｓ
午後：子どもの貧困とＳＤＧｓ
　　　～子ども食堂への支援はフードロス解消につながる！～

第９分科会

今、必要とされる公共サービスと地方分権～新型コロナウイルス感
染症対応から振り返る～特別分科会

県
本
部
保
育
集
会

保
育
職
場
の
課
題
を
共
有

　
県
本
部
社
会
福
祉
評
議
会

（
社
福
評
）
は
６
月
　
日
、

11

ウ
ェ
ブ
を
併
用
し
た
保
育
集

会
を
開
き
、　
単
組
　
人
が

10

29

参
加
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
３
年

ぶ
り
の
開
催
で
す
。

　
は
じ
め
に
、
今
橋
議
長

は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
や

児
童
福
祉
法
改
正
法
案
等
に

触
れ
た
あ
と
「
保
育
職
場
の

処
遇
改
善
の
た
め
に
は
社
福

評
が
現
場
の
声
を
集
約
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
積
極

的
な
意
見
交
換
を
し
て
ほ
し

い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
来
賓
の
千
歳
委
員
長
か
ら

は
「
政
府
の
骨
太
方
針
で
は

公
共
施
設
民
営
化
や
防
衛
費

予
算
増
な
ど
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
私
た
ち
の
政
策
反
映

の
た
め
に
は
国
会
へ
代
表
議

員
を
送
る
必
要
が
あ
る
」
と

し
、
参
議
院
選
挙
全
国
比
例

区
「
鬼
木
ま
こ
と
」、
茨
城
県

選
挙
区
「
堂
込
ま
き
こ
」
さ

ん
へ
の
支
援
を
訴
え
ま
し

た
。
　
続
い
て
柳
生
事
務
局
長
か

ら
、
恒
常
的
な
人
員
不
足
に

よ
る
長
時
間
労
働
や
コ
ロ
ナ

禍
で
の
業
務
量
増
大
な
ど
の

報
告
が
あ
り
、
人
員
確
保
と

処
遇
改
善
を
セ
ッ
ト
で
要
求

し
よ
う
と
の
訴
え
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
２
班
に
分
か

れ
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
他

自
治
体
の
状
況
を
知
れ
貴
重

な
時
間
と
な
っ
た
」、「
働
き

方
に
つ
い
て
視
野
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
た
」、「
同
じ
悩

み
が
共
有
で
き
て
よ
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

保育集会であいさつする
今橋議長


